
 

 

 

  
 

今日は１学期の終業式です 
 今日は、１学期の終業式です。１学期をふり返って、子どもたちはどんなことが 

印象に残っているでしょうか。どんな力がついたでしょうか。 

 子どもたちにとっては、運動会や総合的な学習、委員会活動・・・等々、一生懸命 

に取り組んだことや楽しかったことが心に残っていることと思います。 

 どんなことでも、目標をもって一生懸命に取り組んだ時に、子どもたちは達成感を味 

わいます。こういう経験を、これからもたくさん積み重ねていってほしいと思います。 

≪校長の話より≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県人権教育研究大会東播磨大会に参加しました 
 ７月２２日（土）に、三木市文化センター 

において、兵庫県人権教育研究大会東播磨大 

会が開催されました。 

 本校の取り組みも、『新たな人権課題』を 

テーマとして発表してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ７ 月 ２ ４ 日  

令 和 ５ 年 度 学 校 だ よ り N O .１７①  

加 古 川 市 立 平 荘 小 学 校 

 

 

 

みなさん、おはようご
ざいます。早いもので、
今日で、１学期が終了し
ます。みなさんにとって
１学期は、どんな学期だ
ったでしょうか。 
始業式の校長先生の

話の時に、３つのことを
みなさんにお話しまし
た。覚えていますか。 

 

一つは、「人を大切に
しましょう」です。「自分
がされて嫌なことは人
にしません。自分がされ
てうれしいことをしま
しょう」という話をしま
した。自分も周りの人も
大切にして、みんなが気
持ちよく過ごせる平荘
小学校にしましょうと
話しました。できました
か。 

 

二つ目は、「話をし
っかり聴いて、自分の
力をいっぱい伸ばし
ましょう」という話で
す。みなさんの聴く力
は伸びましたか。 
そして、何よりも大

事なことは、素直な心
です。素直な心で話を
聞いていると、スポン
ジのように大事なこ
とがどんどん吸収さ
れます。それが、自分
の力になっていきま
す。 

三つ目は、「健康第一で、元気に過ごし
ましょう」という話でした。 
何をするにも、元気でないとできませ
ん。 
明日からは、夏休みが始まりますが、

命を大切に元気に過ごしてほしいです。 
 

  

 



≪多様な人権教育の実践報告より≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【インターネット等を活用した人権侵害
の防止に向けて】 

 
●児童自身が自分事として考えていくこ
とが大切です。 

●インターネットトラブル防止講座（親
子学習）では、インターネットトラブ
ル防止のための知識を学んだり、確認
したりする機会とします。 

※定期的に確認することが大事です。 
●根っこの部分を育てることが大事で
す。 

・『してはいけないことと、してもよいこ
とを見分ける』判断力をつけることが
大切です。 

・『できることと、やってよいこととは違
う。相手のことを考えて行動する（思
いやり）ことが大切です。 【ICT活用のルール作りについて】 

●子どもたち自らが考え、納得できるルールを決め
ることが有効です。 

・児童会でルール作りを行いました。 
→児童会・代表委員会・高学年集会・全校集会を通
じて、子どもたちが主体的に ICT のルールについ
て考えました。 

 

【性的マイノリティ等による人権問題防止について】 
●PTA と連携して共に考えました。 
●『自分らしく生きていくこと』をテーマに、人権講
演会を実施しました。 

・「男らしさ」「女らしさ」より、「自分らしさ」を！ 
・普段の何気ない会話が、人を傷つけてしまうことが
ある。 
「男らしくないなあ」「女の子みたいやなあ」等 

★「みなさん、『男らしい』『女らしい』という言葉から、どんな人をイメージされますか？ 
・『男らしい』・・・力強い・パワーがある・勇敢・筋肉もりもり・・・等々 
・『女らしい』・・・上品・料理や裁縫が上手・着こなしが上手・・・・等々 

★『男らしい』『女らしい』というイメージは、いつごろからもつようになったのでしょうか。 
（生まれてからずっと『男らしい』『女らしい』に関する刺激を与えず小学校入学を迎えたとしたら、
『男らしい』『女らしい』という言葉のイメージはどうでしょうか。） 

⇒私たちは、自分の周りにいる人の言動やテレビ等のメディアから、知らず知らずのうちに『男らし
い』『女らしい』というイメージをもつようになっていました。 
 
★私たちは、性の多様性を認め、人権を尊重し、ともに生きていくために、『男らしい』『女らしい』と
いう固定観念にとらわれず、『自分らしく生きること』が大事です。 

 
★私たち大人は、子どもを取り巻く環境の一部です。私たち大人の考え方が、子どもに大きな影響を与
えています。何気ない一言が、子どもの考え方や心に影響を与えています。 

 
★根っこの部分の育成に努めています 
 ・『はるかのひまわりプロジェクト』『命の一本桜プロジェクト』等、『命の尊さ』について学ぶ機会を

設けています。 
 ・人権学習を行っています。 
 ・あいさつ運動の推進を行っています。あいさつ運動を通して、相手を大切にする心の育成や心が通

い合うつながりづくりの推進に努めています。 


